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研究テーマ 
「生き生きとした言語活動が展開できる授業づくりを目指して」 

～外国語活動における担任の在り方～ 

分   野 

 

 外国語活動   

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 外国語活動 

研究のねらい 

 児童の発達段階や興味・関心を踏まえ，伝える必然性のある場面を設定し，単元の最

後の活動ゴールをイメージできるような指導計画を組み，児童が意欲的・主体的に生き

生きとコミュニケーションを図れる授業形態を工夫する。 

研究・活動の概要 

・３学年，４学年共に学級担任が T1，専科教員が T2 となって，二つの単元の授業を行うこと。必要な教

材を制作した。 

・授業の始めに Teacher Talk を行い,児童に英語を聞かせることを重視した。また，内容を推測させる

ことを重視した。 

・各単元の Teacher Talk で単元のゴールを示し，学習意欲を持続させることをねらいとした。 

・児童の振り返りシートを生かして，授業のフィードバックを行った。 

・児童の思考を促す指導方法や活動形態を工夫した。 

成果と課題 

○担任が T1 として関わる姿勢が児童にも伝わり,学習意欲が向上した。 

○Teacher Talk で学級担任や専科教員，ALT が英語を聞かせることで，児童が集中した話を聞く姿勢が

できた。 

○導入時に単元のゴールを示すことによって，児童が活動のイメージを持って授業に取り組むことがで

きた。 

○児童の振り返りを授業に生かすことで，学習内容の大切なことを意識するとともに，自分や友達の良

さを認識することができ，記述内容にも変容が見られた。 

○発達段階に合わせた教材を工夫することによって，意欲的に学習に取り組むことができた。 

○授業実践を積み重ねることによって，学級担任が外国語活動の授業運営に自信を持つことができた。 

●リアクションが決められたせりふやマナーにならないように，教師がコミュニケーションの取り方や

英語を自然に示す必要がある。 

●Classroom  English については，更なる向上を目指していく必要がある。 
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